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じんけん

　２０２０（令和２）年度から２年間、県指定を受け人権教
そんちょう じ こ

育研究を進めてきました。「自他共に尊重し、自己有用
はっ き

感を高め、自分の良さを発揮できる生徒の育成」をテー

マとして、主体的・協働的な学びを通したコミュニケー
か のう

ションづくりや生徒会を中心とした「持続可能な開発目
エスディージーズ

標（ＳＤＧｓ）」への取り組み、一人一人を大切にした
かんきょう

教育環境づくりを進めてきました。
か りん じ じっ し

　コロナ禍にあって、臨時休業や行事の中止が続き、体験活動の実施が
むずか じょうきょう たんまつ

難しい状況が続きました。しかし、タブレット端末などを活用してのオ
こう し まね こうえんかい

ンライン生徒集会やさまざまな講師を招いての講演会など、新しい形で
のうりょく じ こ

の学びや活動を通し、生徒たちはコミュニケーション能力や自己有用感
はっ き

を高めることができました。さらに自分の良さを発揮できる生徒の育成
きょうゆ かわかみよしあき

に努めていきます。 （教諭　川上義明）

昇降口（しょうこうぐち）でウクライナへの募金活動を

行う生徒会役員＝画像（がぞう）を一部加工しています

わたし だれ

　私たちは、昨年の�月に「誰一人取り残さない学校」
じんけん す なお

を目指して人権集会を行い、「素直な気持ちを伝える」
ほうこうせい

などの学校全体として取り組む方向性を決めました。
い しき か のう エスディージーズ

　このことを意識しながら、国連の「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」

にも関連する活動を生徒会が中心となり行っています。　
し えん ぼ きん ほうしん

　一つ目に、ウクライナ支援のための募金活動です。生徒会活動方針の
エスディージーズ い しき

一つであるＳＤＧｓの目標、�番「平和と公平をすべての人に」を意識
エスディージーズ

して少しでも役に立てばという思いで行いました。二つ目に、ＳＤＧｓ
エスディージーズ り かい

集会です。ＳＤＧｓをみんなで理解し、自分の考えを伝えられるように
く ふう

グループで活動するなど、工夫しながら、オリエンテーリングを行いま

した。
だれ

　今後も、「誰一人取り残さない学校」を目指して、行動していきたい
たかさきげん

と思います。 （３年　�﨑元）

◆校　長　小林　栄司

◆生徒数　３６３人

◆創　立　１９６４年

◆住　所　結城郡八千代町
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わたし

　私たちの学校では、「当たり前のこと

を当たり前に行う」を生徒一人一人がと
い しき

ても意識しています。
わたし ち

　例えば、あいさつ運動です。私も、地
いき

域の方々と協力して行うあいさつ運動に

昨年度から参加しています。気持ちの良

いあいさつは、一日の活力となり気持ちよく生活するた

めに必要なことだと考えています。

せんぱい つ じ もんせいそう

　また、先輩から受け継がれている「自問清掃」を行っ
じ もんせいそう よご さが

ています。自問清掃は、汚れている場所を探し、どのよ
せいそう せいそう だれ

うに清掃するかを考えて進める清掃です。そのため、誰
せいそう でんとう

も話すことなく、熱心に清掃に向き合うという伝統が受
つ

け継がれているのだと思います。
しつ い しき

　今後は、当たり前の「質」の向上を意識し、より良い

学校を目指していきたいと思います。
ふるさわあい と

（３年　古澤藍斗）

環境に配慮した風船に花の

種をつけて飛ばす生徒たち

や ち よ ぼ きん ひょうか

　八千代一中は緑化運動や募金などの活動が評価さ

れ、「ボランティア・スピリット・アワード」（プルデン
しゅさい

シャル生命、ジブラルタ生命など主催）でボランティ
しょう じゅしょう

ア・スピリット賞を５年連続で受賞しています。コロ
か

ナ禍においては、「自分たちにできることは何か」を

生徒会役員と教員が共に考え、活動してきました。
かんきょう はいりょ

　緑化運動は、文化祭に環境に配慮した風船にコスモスの種をつけて飛
なえ

ばすという方法で行いました。種や苗を植えるだけでなく、みんなで緑を
ふ うつ ていあん

増やすという思いを活動に移すという考えから提案された活動でした。
はってん とじょうこく ぼ きん

またユニセフを通して発展途上国の子どもたちへ募金も行いました。
すがた

　このような活動を通して、生徒が主体的に活動する姿が多く見られる
けいぞく はってん

ようになってきました。生徒会を中心にこれらの活動を継続・発展させ
しゅたいせい きょうゆ すず きしょう

ながら、生徒の主体性を育んでいきたいです。 （教諭　鈴木翔）
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